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本校の研究主題 

 「学びの主体者」となる 
    生徒の育成      

  －「問い」を活かす授業の探究－ 



自分の意見や
考えをもつ 

自らの判断で
行動できる 

自分の意見や
考えをもつ 
相手の意見を
受け入れる 
自分の考えを
伝える 

批判的かつ客
観的に見るこ
とができる 

学びの主体者 



思考力・判断力・
表現力の育成 

学びの主体者 



研究内容 

①生徒自らが「問い」を生む手だての工夫 

②「問い」を解決するために、観察、実験  
 で得られた結果を分析して解釈する学習  
 活動の工夫 

③ピラミッドストラクチャーの考えを活用  
 した授業 
  →自らの「問い」を解決し、解決まで
の    
   過程を明らかにできる。 



【エネルギー】 第１学年 身近な物理現象 
屈折による現象 

実践例１ 



本時の目標 

 水を通して物体を見たときに、見え方が
変化する理由を屈折や全反射と結び付
けて解明することができる。 

本時の大まかな流れ 

ジグソー学習の活用 

 問いを 
 生む 

主課題の
探究 

思考のピ
ラミッド
の交流 

思考のピ
ラミッド
の再構築 

分散課題 
の探究 

ピラミッドストラクチャーの活用 



生徒自ら「問い」を生む工夫 

○水を通して見た時に見え方が変わる複数の現象   
 の観察 

短くなる 太くなる 

消える 

増える 

○「水の中から外の世界はどのように見えるか」 
  新たな視点の提示 



観察、実験の結果を分析して解釈し、 
課題解決を行う授業展開の工夫 

①ジグソー学習の形態を活かした授業展開 

分析 

主課題の解決 

分散課題１ 分散課題２ 分散課題３ 分散課題４ 

結果を結び 
つける 



観察、実験の結果を分析して解釈し、 
課題解決を行う授業展開の工夫 

②ピラミッドストラクチャーの考えを活用した   
 授業展開 

情
報
・
事
実 

情報を結び
付けて考え
られる考察 

学習課題の解決 

ここから何が 
わかるのか？ 

情
報
・
事
実 

情
報
・
事
実 

情
報
・
事
実 

実
験
か
ら
得
ら
れ 

た
情
報
・
事
実 

なぜ、その
ように言え
るのか 

問 

い 
学習課題
の共有 

情報を結び
付けて考え
られる考察 

 



実験から得られた情報・事実 

情報を結びつけて考えられる考察 

学習課題の解決 



観察、実験の結果を分析して解釈し、 
課題解決を行う授業展開の工夫 

②ピラミッドストラクチャーの考えを活用した   
 授業展開 

情
報
・
事
実 

情報を結び
付けて考え
られる考察 

学習課題の解決 

ここから何が 
わかるのか？ 

情
報
・
事
実 

情
報
・
事
実 

情
報
・
事
実 

実
験
か
ら
得
ら
れ 

た
情
報
・
事
実 

なぜ、その
ように言え
るのか 

問 

い 
学習課題
の共有 

情報を結び
付けて考え
られる考察 

 

複数の実験から
得られた情報を
結びつけ、学習
課題を解決する 

「問い」を解決し、解
決するまでの過程を
明らかにできる 



観察、実験の結果を分析して解釈し、 
課題解決を行う授業展開の工夫 

ジグソー学習での
分散課題の追究 

ピラミッドストラク 
チャーを活用しての 
課題解決 

課題解決の姿 



【物質】 第3学年 化学変化とイオン 
水溶液とイオン 

実践例2 



本時の目標 

 電解質の水溶液を用いた電気泳動実
験を通して、電解質の水溶液中ではイ
オンが存在することを見いだすことが
できる。 

本時の大まかな流れ 

振り返り・
見通しを  
もつ 

仮説を考
える 

検証する
（実験） 

考察する 
モデル図 
で表現す 
る 

ピラミッドストラクチャーの考え方 



生徒自ら「問い」を生む工夫 

○<単元の導入＞ 
   ものづくり（電池づくり） 

単元を貫く「問い」を生む 



生徒自ら「問い」を生む工夫 

 ピラミッドストラクチャーの考え方を用いて、自分の学んできた
ことを振り返り、単元を貫く「問い」を解決しようとするとき、本時
の「問い」が生まれる。 

ものつく
りの中か
ら生まれ
た疑問 

本時の内容 

生徒の疑問から
生まれた単元を
貫く「問い」 

学習内容のつな
がりを考える 



複数の実験結果を分析する授業展開 

仮説を立て、 
検証実験を行う 

分析 

根拠をもって考え、モデル図に表現 

教材の作成 

共通点を
見いだす 



複数の実験結果を分析する授業展開 

電解質５種類  非電解質２種類 



複数の実験結果を
分析する授業展開 

 複数の実験結果 
 を分析 

 モデル図で表現 
 することができた 



【エネルギー】 第3学年 運動とエネルギー 
力学的エネルギーの移り変わり 

実践例3 



本時の目標 

 力学的エネルギーに関する実験を行
い、運動エネルギーと位置エネルギー
が相互に移り変わることを用いて、現
象を解明することができる。 

本時の大まかな流れ 

演示実験 仮説を考
える 

検証する
（実験） 

考察する まとめる 演示実験 
仮説を考
える 

検証する    
 （実験） 



生徒自ら「問い」を生む工夫 

 演示実験を行い、生徒の素朴概念の誤り
に気づかせることで「問い」を生む 

演示実験 

力学的エネルギー実験器 



実験の結果を分析して   
  解釈する授業展開 

○これまでの学習や経験を根拠として思考 
 し、仮説を立てる 

これまでの学
習や経験から
思考する 

仮説の検証方法を思考する 

根拠をもって考えることにつながる 



実験の結果を分析して   
  解釈する授業展開 

多くのデータ
を分析するこ
とで思考力を
高める 

実験結果を分析 

データか
ら何を読
み取るか 



研究の成果と課題 

○観察，実験の結果を分析し，解釈する学習活動 
 単元を貫く「問い」を設定する単元構成の工夫 
    ⇒新たな「問い」が生まれ，「問い」の質が高まった 

＜成果＞ 
○日常生活で意識しにくい自然事象に気づく 
  素朴概念の誤りに気づく 
    ⇒生徒自らが「問い」を生む手だてとして有効 

○「ピラミッドストラクチャー」の考えを活用 
   ⇒観察，実験から得られた情報を整理，分析し，複数の 
    情報を結び付けて課題を解決できる 
   ⇒「問い」を解決するまでの思考の過程を明らかにできる 



研究の成果と課題 
＜成果＞ 
○生徒のアンケートの結果から 
「一つの課題が解決されると，また，新たな疑問がわき，さら
に追究したいと思う」 

               →Ａ，Ｂの割合が増加している 
     ４月            １２月 
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研究の成果と課題 

＜成果＞ 
○生徒のアンケートの結果から 
「実験や観察の結果をもとに考察し，結論を導きだすことができる」                         

                    →Ａ，Ｂの割合が増加している 
       ４月                  １２月 
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研究の成果と課題 

 

●「問題を見いだし観察，実験を計画する学習活動」や 
 「科学的な概念を使用して考えたり説明したりするな  
 どの学習活動」についても実践を行う 

＜課題＞  
●生徒が生む「問い」はさまざまであり，全ての「問  
 い」を課題追究の中で解決していくことは難しい。 
 ⇒生徒一人一人が生む「問い」を解決していくことが   
  できるよう支援していくことが必要 
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ありがとうございました 


